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オーガニック給食は、
社会を変えるマスターキー
どうしてオーガニック給食を進める必要が？有機食品は高いから、
給食費が値上がる？安定的な食材の調達は難しい？
オーガニック給食を推進する基本となる理論や歴史的背景を解説。
ブラジル・アメリカ・韓国・フランスの事例から実践の道のりを 
論じたオーガニック給食の教科書。

オーガニック給食に対する５つの問い
 ①なぜ現状維持ではいけないのか

 ② 食材費の値上がりは誰が負担するのか

 ③どのようにすれば、安定的に調達できるのか

 ④ �有機農業の技術をどのように習得したらよいのか

 ⑤ �政府による自由な市場取引への介入は認められるのか

海外の事例から実現の道のりを探る
５つの問いのヒントとして、オーガニック給食を実践している
ブラジル・アメリカ・韓国・フランスの事例を紹介します。

公共調達が社会を変える「親
マスターキー

鍵」に！
食堂で子どもたちが調理師さんと
オーガニック給食を囲んでいる様子

フランスの公共調達における有機率と
食材費の関係。有機率が高くても、必
ずしも食材費が高くなるとは限らない

愛知学院大学経済学部教授。1980年神奈川県生まれ、高知県育ち。京都
大学大学院経済学研究科博士課程修了。博士（経済学）。フランス国立農
学研究所研修員、立教大学助教、国連食糧農業機関（FAO）栄養・フー
ドシステム局客員研究員などを経て現職。農業経済学、農と食の社会学、
政治経済学を専門にしている。
著書に『有機農業大全』（共著、コモンズ、2019年）、『よくわかる国連「家族
農業の10年」と「小農の権利宣言」』（共著、農文協、2019年）、『13歳からの
食と農』（かもがわ出版、2020年）、『有機給食スタートブック』（共著、農文協、
2023年）、『ほんとうのサステナビリティってなに？』（編著、農文協、2023年）、

『アグロエコロジーへの転換と自治体』（共編著、自治体研究社、2024年）ほか。

関根佳恵（せきね・かえ）

どう進める？
オーガニック給食
世界の動向と日本のこれから
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まえがき
第1章　なぜ今、オーガニック給食なのか
第2章　「よい食」と公共調達
第 3章　�公共調達をめぐる各国の取り組み�

―草の根運動で手にしたオーガニック給食―

第 4章　公共調達を親鍵に

コラム
① 学校給食費の無償化
② �EUにおける農業の普及・教育制度の改革
③ �「改正」食料・農業・農村基本法と私たちの�
農と食の未来

オーガニック給食に取り組む市町村からの声
事例1　長野県松川町
事例 2　茨城県常陸大宮市
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実際は2ユーロに
集まっている

有機率が高いと、食材費が高くなる
のであれば、ここに集まるはず
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食材費の平均は、2.14ユーロ（342円）／食（Un Plus Bio 2022）。
１ユーロ＝160円で計算。

2024年全国オーガニック給食協議会の
総会での講演内容を出版！

詳しい内容はこちら
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　私が所属している有機給食推進グループは、この本を使った勉強会を
しています。農業に関する法律などの難しい用語や「有機農業をどう続けてい
くか」といった課題については、メンバーの農家さんや市議会議員さんに 
解説してもらいました。
　本に書かれている環境問題や食料危機など「世界規模での課題」を知る 
ことで、「そもそも、なんでオーガニック給食が必要？」という 
質問に、論理的な答えを示すことができると思います。
　世界の課題に対して、「日本ではどうなっているか」「自分たちの地域はどう
なのか」具体例な例を挙げ、皆で話し合っています。

　オーガニック給食について、最近は韓国が注目されていますが、韓国だけでなく
フランス・アメリカ・ブラジルの事例も載っている書籍は少ないので、
購入しました。
　世界は、日本と視点がちがいます。学校給食だけにおさまらない「公共調達」
という広い視点を学べる本だと思います。ちがう国の考えを日本で取り 
入れることで、うまく進められるのでは？ と考えることができました。
　「給食」は「教育」に続いています。子どもたちが大きくなったとき、給食で出
された食べものをすすんで食べるようになる。たかが給食、されど給食です。

給食関係者
から

議員
から

群馬県館林市・真下洋子さん

愛媛県松山市市議会議員・門田寛子さん

輪読会のテキストに活用！

こんなに使える！ 食と農をかんがえる農文協の本　注文専用 FAX　048（299）2812
書名 ISBN 価格（税込） 注文数

どう進める？ オーガニック給食 	 9784540251115 1,100円

ほんとうのサステナビリティってなに？ 	 9784540221149 	 2,860円

有機給食スタートブック 	 9784540221255 	 1,980円

どう考える？「みどりの食料システム戦略」 	 9784540211799 	 1,100円

アグロエコロジー 	 9784540231353 	 5,940円

みんなの有機農業技術大事典　共通技術編・作物別編 （分売不可） 	 9784540241055 	 44,000円

食べるとはどういうことか 	 9784540171093 	 1,650円
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